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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成22年5月27日(2010.5.27)

【公表番号】特表2006-512402(P2006-512402A)
【公表日】平成18年4月13日(2006.4.13)
【年通号数】公開・登録公報2006-015
【出願番号】特願2005-501008(P2005-501008)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｋ  14/22     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/095    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/09     (2006.01)
   Ｃ１２Ｐ  21/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/102    (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｋ  14/22    　　　　
   Ａ６１Ｋ  39/095   ＺＮＡ　
   Ａ６１Ｐ  31/04    　　　　
   Ａ６１Ｋ  39/09    　　　　
   Ｃ１２Ｐ  21/02    　　　Ｃ
   Ａ６１Ｋ  39/102   　　　　
   Ｃ１２Ｎ  15/00    　　　Ａ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成22年4月7日(2010.4.7)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
被験体に投与後、該被験体において抗体応答を誘導し得る組成物であって、ここで該抗体
応答は、Ｎ．ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ血清群Ｂの高毒性系統Ａ４、ＥＴ－５および系統
３のうち二つ以上に対して殺菌性であり、
　ここで、該組成物は、以下：
　（１）配列番号２に対して８５％以上の配列同一性を有するアミノ酸を含むタンパク質
；
　（２）配列番号７に対して９０％以上の配列同一性を有するアミノ酸を含むタンパク質
；および
　（３）配列番号８に対して９０％以上の配列同一性を有するアミノ酸を含むタンパク質
を含む、組成物。
【請求項２】
請求項１に記載の組成物であって、該組成物が、以下：
　（１）配列番号２に対して９９％以上の配列同一性を有するアミノ酸を含むタンパク質
；
　（２）配列番号７に対して９９％以上の配列同一性を有するアミノ酸を含むタンパク質
；および
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　（３）配列番号８に対して９９％以上の配列同一性を有するアミノ酸を含むタンパク質
を含む、組成物。
【請求項３】
請求項１に記載の組成物であって、該組成物が、以下：
　（１）配列番号２に記載のアミノ酸を含むタンパク質；
　（２）配列番号７に記載のアミノ酸を含むタンパク質；および
　（３）配列番号８に記載のアミノ酸を含むタンパク質
を含む、組成物。
【請求項４】
それぞれ異なるアミノ酸配列を有する、２～１０のポリペプチドを含有する、請求項１に
記載の組成物。
【請求項５】
請求項１または請求項２に記載の組成物であって、ここで前記殺菌性の抗体応答を起こす
前記タンパク質は、組換え発現により得られる、組成物。
【請求項６】
髄膜炎菌血清群Ｙ、髄膜炎菌血清群Ｗ１３５、髄膜炎菌血清群Ｃおよび（必要に応じて）
髄膜炎菌血清群Ａ由来の糖抗原をさらに含有する、請求項１～５のいずれか一項に記載の
組成物。
【請求項７】
Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅＢ型由来の糖抗原をさらに含有する、請
求項１～６のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項８】
請求項６または請求項７に記載の組成物であって、ここで前記糖抗原は、以下：ジフテリ
アトキソイド、破傷風（ｔｅｔａｔｎｕｓ）トキソイド、ＣＲＭ１９７またはＨ．ｉｎｆ
ｌｕｅｎｚａｅタンパク質Ｄから選択されるキャリアに結合される、組成物。
【請求項９】
Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ由来の抗原をさらに含有する、請求
項１～８のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１０】
医薬として使用のための、請求項１～９のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１１】
Ｎｅｉｓｓｅｒｉａによって引き起こされる疾患の予防および／または処置のための医薬
の製造における、請求項１～１０のいずれか一項に記載の組成物の使用。
【請求項１２】
哺乳動物において抗体応答を生じるための、請求項１～１０のいずれか一つに記載の組成
物。
【請求項１３】
配列番号８に記載のアミノ酸配列を有するポリペプチド。
【請求項１４】
以下の工程：均一化工程；遠心分離工程；陽イオンカラムクロマトグラフィー工程；陰イ
オンカラムクロマトグラフィー工程；疎水性カラムクロマトグラフィー工程；緩衝液に対
するダイアフィルトレーション工程；および濾過滅菌工程、を包含する、細菌から９３６
－ΔＧ７４１ハイブリッドタンパク質を精製するプロセスであって、
　該９３６－ΔＧ７４１ハイブリッドタンパク質は、配列番号８に記載のアミノ酸配列を
有する、プロセス。
 
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２７２
【訂正方法】変更
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【訂正の内容】
【０２７２】
【表１６】

　配列表
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【表１７－１】
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【表１７－２】
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